
全国の標高成果の改定（令和６年度末）

「ジオイド2024日本とその周辺」の公開と今後の標高改定で期待されること（１）
資料ー２

現在測量で用いている標高成果について、令和６年度末に、衛星測位を基盤とする最新の値
へ改定し、長年の地殻変動で累積した海面と標高とのズレを解消します。改定することで、よ
り現実に近い標高を用いて高さ情報の管理が可能になるとともに、衛星測位の活用によって、
測量や公共工事などの効率化・生産性向上、新たなサービスの創出が期待されます。

全国標高成果の改定量の試算 標高改定による具体的な効果

① 地殻変動で累積した海面と標高のズレが解消
します。

② 「ジオイド2024日本とその周辺」と衛星測
位を用いて従来よりも迅速かつ高精度に現況
にあった標高が取得可能になります。
→地震後に迅速な標高成果の提供
新たな測量方法の導入

③ 水準測量の起点から距離が離れるに従って
蓄積していた標高の誤差が解消します。

④ 標高の時点（元期）が明確となることで、
標高の整合性が全国一律に向上します。ま
た、電子基準点による全国の標高の時間変
化の監視が可能になります。これにより、
「４次元国家座標（測量成果の時間管
理）」の実現に向けた基礎が整備されます。

ICT建機で
標高による制御

物流輸送サービス迅速な復旧・
復興への対応効率的な測量



GNSS標高測量は、GNSS観測によって得られる楕円体高と、今回構築した「ジオイド2024日
本とその周辺」により直接標高が得られる新しい測量方法です。GNSS標高測量では、このジオ
イドと、全国に約1,300点が整備され24時間連続で観測している電子基準点を基準とします。
GNSS標高測量の導入により、従来の水準測量に加え、GNSSを用いた迅速かつ高精度な標高
決定が可能となり、簡単に正確な標高が分かる社会の実現に貢献します。

この手法の場合、観測する距離によって精度もコストも変わらないため、長距離の場合は水
準測量よりも有利になります。

標高・ジオイド高・楕円体高の関係（左）とGNSS標高測量の仕組み（右）

新たな測量方法「GNSS標高測量」の導入（令和６年度末）

標高 = 楕円体高－ジオイド高
GNSS観測から ジオイドから

資料ー２

標高への地殻変動補正の導入（令和６年度末）

地殻変動の激しい日本では、地殻変動によって、高さを含めた位置が時間とともに変化しま
す（左図）。観測で得られた位置を、国の位置の基準（国家座標）に整合させるためには、地
殻変動による変動を補正する必要があります。水平方向には、すでにこの仕組みが導入されて
いますが、今回構築した「ジオイド2024日本とその周辺」と全国の標高成果改定により、高
さ方向にも地殻変動を補正する仕組みを導入することができるようになり、正確な標高を効率的
に決定できます（右図）。
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「ジオイド2024日本とその周辺」の公開と今後の標高改定で期待されること（２）


